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高齢ドライバー関与の交通事故の特徴

都内の高齢ドライバー（第一
当事者）による交通人身事故
発生件数は、１０年前と比べ
て減少していますが、事故全
体に占める割合は、増加して
います。
その原因の多くは、脇見や
考え事をしていたなどの発見
の遅れとなっています。

加齢に伴う身体機能の低下等が運転に与える影響
漫然と運転し、信号機や
歩行者等を見落としてしまう

とっさの行動やブレーキ操作
などに遅れが生じる

過去の経験に頼りがちで、
形だけの安全確認になりがち

発見の遅れ
80.6%

判断の誤り

１０.０%

操作上の誤り９.１% 調査不能０．４%

令和４年中
人的要因別の高齢ドライバー（第一当事者）交通事故発生状況

※構成比の数値は四捨五入のため、
内訳の合計が１００パーセントにならないことがあります。


